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管所見に変化を与えるかどうかを検討したc すなわち，肉眼的に正常歯肉を呈する正常岐合者 8 名の































療中の時期までに消失し，さらに他の 8 例においては保定前の時期までに消失し，残り 6 例において
は治療後の時期までに消失し，矯正治療後はすべて肉眼的に正常歯肉となった。これら両群の毛細血
管所見では，治療前と治療中，治療中と保定前，保定前と治療後の各比較において，係、Rí)J頂直径，形
態数のいずれにも差が認められず，矯正治療の経過を追ってのこれらの区切られた期間では，統計学
的に示されるような毛細血管所見の変化は見られなかった。しかし，治療前と治療後との比較におい
て， 1:系蹄数には差を認めなかったが，係蹄頂直径と係蹄の形態には有意差を認めた。これは，攻合状
態の改善に伴って毛細血管所見が徐々に変化したためで，治療後には対照群のそれに近似するに至っ
た。一方，対照群の歯肉肉眼的所見は，異常校合歯の矯正治療前，治療中，保定前，治療後に相当す
る時期において正常で変化を認めず，また毛細血管所見もほとんど変化せず差を認めなかった。した
がって両異常校合群に見られた毛細血管所見の変化は，食物の歯肉に対する刺激が生理的範囲となっ
たことに由来するものと考えられる。
以上の結果から，歯科矯正治療で攻合を改善することにより治療前に肉眼的に認められた軽度な単
純性歯肉炎は消失し，唇側歯頚縁歯肉の毛細血管像も正常歯肉-異常攻合群および歯肉炎ー異常校合
群共に改善され，正常歯肉一正常攻合群(対照群)の所見に近似することがわかった。
論文の審査結果の要旨
本研究は歯肉に対する歯科矯正治療の影響を研究したものであるが，従来ほとんど行なわれなかっ
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た唆合の改善と歯肉毛細血管所見との関係について重要な知見を得たものである。
よって本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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